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2
0
1
8
年
度
「
が
ん
教
育
」
の
実
施
状
況
は
、
全

体
が
2
万
3
0
0
0
校
（
61
・
9
％
）
で
、
実
施
率
は

前
年
よ
り
5
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
中
学
校
で
は
6
・

6
増
加
し
た
。
学
年
は
小
学
校
6
年
、
中
学
校
3
年
、

高
校
1
年
が
最
も
多
く
、
93
％
近
く
が
「
体
育
・
保
健

体
育
の
授
業
」
で
の
実
施
だ
っ
た
。
文
部
科
学
省
が
実

施
状
況
調
査
を
公
表
し
た
。

文
科
省
の
「
平
成
30
年
度

が
ん
教
育
の
実
施
状
況
調

査
」
に
よ
る
と
、
が
ん
教
育

を
「
実
施
し
た
」
学
校
は
小

学
校
1
万
1
5
0
2
校
（
56

・
3
％
）
、
中
学
校
7
9
1

9
校
（
71
・
4
％
）
、
高
校

3
6
0
2
校
（
63
・
7

％
）
、
全
体
で
2
万
3
0
2

3
校
（
61
・
9
％
）
。
17
年

度
は
2
万
1
2
3
9
校
（
56

・
8
％
）
だ
っ
た
。

実
施
し
た
教
科
・
領
域
は

「
体
育
・
保
健
体
育
の
授

業
」
が
最
も
多
く
、
実
施
し

た
学
校
全
体
で
は
2
万
1
3

8
3
校（
92
・
9
％
）。
そ
の

他
の
実
施
方
法
や
学
校
種
別

の
状
況
は
下
の
表
の
通
り
。

扱
っ
た
内
容
は
「
が
ん
と

は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
ょ

う
か
？
」
が
実
施
し
た
学
校

全
体
の
86
・
0
％
、「
が
ん
の

予
防
」
が
84
・
8
％
、「
我
が

国
に
お
け
る
が
ん
の
現
状
」

は
62
・
0
％
、「
が
ん
の
早
期

発
見
と
が
ん
検
診
」が
46
・
7

％
な
ど
の
順
で
多
か
っ
た
。

外
部
講
師
を
活
用
し
た
学

校
は
3
0
0
7
校
で
8
・
1

％
。
「
が
ん
経
験
者
」
や

「
薬
剤
師
」
、
「
が
ん
専
門

医
」
等
が
多
く
、
効
果
と
し

て
活
用
校
の
73
％
が
「
健
康

と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
主

体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
回
答
。
次
い
で
「
が

ん
に
関
す
る
知
識
・
理
解
が

深
ま
っ
た
」
、
「
が
ん
教
育

を
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
」

等
の
理
由
も
あ
っ
た
。

外
部
講
師
の
活
用
に
は

「
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
わ

な
い
と
、
講
師
の
話
す
内
容

と
学
校
の
要
望
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
る
」、「
年
間
指
導
計

画
に
位
置
付
け
な
い
と
、
指

導
時
間
の
確
保
が
難
し
い
」、

「
講
師
の
確
保
が
難
し
い
」、

「
経
費
が
確
保
で
き
な
い
」と

い
っ
た
回
答
が
多
か
っ
た
。

そ
の
他
に
工
夫
し
た
こ
と

と
し
て
「
養
護
教
諭
と
担
任

教
師
と
の
Ｔ
Ｔ
指
導
」、「
喫

煙
防
止
教
室
や
食
育
指
導
な

ど
と
関
連
し
て
実
施
」、「
保

護
者
も
参
加
で
き
る
日
程

（
公
開
日
、
参
観
日
等
）
を

設
定
」等
の
事
例
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
風
土
の
特

徴
は
、
①
改
革
よ
り
も
前
例
踏

襲
、
②
挑
戦
よ
り
も
ま
ず
会

議
、
③
専
門
性
よ
り
も
共
通
理

解
な
ど
の
考
え
方
が
主
流
で
、

で
き
な
い
理
由
、
や
ら
な
い
理

由
の
羅
列
に
終
始
し
が
ち
で
し

た
（
原
因
論
）
。
し
か
し
、
保

護
者
の
学
校
に
対
す
る
見
方
・

と
ら
え
方
が
多
様
性
を
帯
び
る

中
で
、
学
校
組
織
も
「
目
指
す

目
的
に
向
か
っ
て
、
試
行
錯
誤

す
る
学
校
組
織
を
い
か
に
生
み

出
す
か
」
（
目
的
論
）
に
焦
点

を
当
て
た
実
践
に
移
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
明
る
い
未
来
は
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
「
勇
気
づ
け
」
・

「
共
同
体
感
覚
」
等
で
知
ら
れ

る
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
を
用
い

て
、
若
手
教
員
の
育
成
や
働
き

や
す
い
職
場
作
り
に
素
晴
ら
し

い
実
績
を
あ
げ
た
小
学
校
（
以

後
、
Ｓ
小
学
校
）
の
実
践
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
勇
気
が
わ
く
言
葉
か
け

1
．
「
勇
気
づ
け
」
と
は⇒

評

価
も
せ
ず
、
ま
た
相
手
を
支
配

し
た
い
と
い
っ
た
下
心
も
持
た

ず
に
、
今
の
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
。

例
え
ば
「
す
ご
い
」
、
「
優

秀
だ
」
…
こ
の
よ
う
な
言
葉
で

は
、
相
手
に
承
認
欲
求
を
抱
か

せ
る
危
険
も
あ
り
、
褒
め
ら
れ

な
い
と
心
が
挫
け
て
し
ま
う
人

に
育
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

方
、
「
あ
り
が
と
う
」
「
う
れ

し
い
」
の
よ
う
に
、
「
横
」
の

繋
が
り
の
関
係
に
立
っ
た
「
感

謝
」
の
気
持
ち
を
伝
え
る
だ
け

で
、人
は
貢
献
感
を
得
て
、「
勇

気
」
が
わ
き
始
め
る
の
で
す
。

■
逆
転
の
組
織
イ
メ
ー
ジ

2
．
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
組
織

イ
メ
ー
ジ
（
管
理
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
は
、
主
体
性
や
自
主
性

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

⇒

今
ま
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
学

校
組
織
だ
っ
た
も
の
を
、
逆
三

角
形
型
の
底
辺
に
校
長
が
い
る

形
に
変
え
た
の
で
す
。
つ
ま
り

一
定
の
範
囲
の
中
で
教
員
各
々

が
自
ら
の
発
想
を
活
か
し
て
企

画
運
営
し
て
い
く
組
織
へ
と
変

貌
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
の
欠
点

は
、
底
辺
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
そ
れ
以
上
の
拡
が
り
（
発

展
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

逆
三
角
形
型
の
組
織
だ
と
可
能

性
は
無
限
大
で
す
。
管
理
職
は

常
に
上
か
ら
指
示
管
理
す
る
と

い
う
立
場
で
は
な
く
、
下
か

ら
、
「
頑
張
れ
、
い
い
ぞ
、
あ

り
が
と
う
」
と
応
援
す
る
立
場

を
と
る
の
で
す
。

■
学
校
運
営
へ
の
活
用

3
．
「
勇
気
づ
け
」
を
学
校
運

営
に
活
用
す
る
。

①
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

「
経
験
」
に
。
初
任
者
は
、
出

来
な
か
っ
た
こ
と
を
「
失
敗
」

と
受
け
止
め
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

「
経
験
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
次
の
成
長
に
つ

な
が
り
ま
す
（
物
事
を
多
面
的

に
み
る
視
点
の
醸
成
）
。
初
任

者
に
は
「
失
敗
（
経
験
）
す
る

権
利
」
が
あ
る
の
で
す
。

「
失
敗
は
、
あ
な
た
が
そ
れ

を
正
す
の
を
拒
む
ま
で
失
敗
と

は
な
ら
な
い
」

②
管
理
職
は
「
感
謝
」
を
伝

え
る
（
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
。

「
縦
」
の
人
間
関
係
の
問
題
点

は
、
「
下
」
は
完
全
に
「
上
」

（
相
手
）
の
尺
度
に
立
っ
て
行

動
し
て
い
る
点
で
す
。
「
上
」

で
あ
る
管
理
職
か
ら
「
下
」
の

自
分
が
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う

思
い
で
行
動
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の

説
く
「
横
」
の
人
間
関
係
で

は
、
経
験
や
能
力
の
差
は
認
め

る
も
の
の
、
尊
厳
レ
ベ
ル
の
違

い
は
介
在
し
ま
せ
ん
。
上
司
と

部
下
の
間
で
も
、
ま
ず
は
「
仲

間
で
あ
る
こ
と
」
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
経
験
や

実
績
の
差
で
上
司
が
部
下
を
教

育
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
部

下
に
服
従
を
強
要
し
た
り
は
し

な
い
の
で
す
。

③
論
理
的
結
末
を
体
験
さ
せ

る
。
例
え
ば
、
管
理
職
の
指
示

で
動
い
た
ケ
ー
ス
で
失
敗
し
た

場
合
、
「
管
理
職
の
指
示
が
悪

い
」
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
自

ら
の
判
断
で
動
い
て
失
敗
し
た

場
合
は
「
自
分
の
計
画
に
課
題

が
あ
っ
た
」
と
な
り
、
成
長
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
管
理
職
が
こ

こ
ま
で
教
え
た
ら
、
あ
と
は
教

師
自
身
で
前
に
進
ま
せ
、
失
敗

し
た
原
因
は
何
だ
ろ
う
と
立
ち

止
ま
り
、
失
敗
を
次
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
活
か
す
よ
う
な
取
り
組

み
を
応
援
し
ま
す
。

今
回
は
管
理
職
か
ら
見
た
初

任
者
に
対
す
る
援
助
を
中
心
に

述
べ
ま
し
た
が
、
次
回
は
初
任

者
か
ら
見
た
働
き
方
の
留
意
点

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
教
職
課
程
客
員
教

授
、
教
職
員
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
代
表
、

埼
玉
県
川
口
市
教
育
委
員
会
教

職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
の
第
25
回
研
究
協
議
会
が

2
月
21
日
、
東
京
・
芝
の
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
文
部
科
学
省
の
基
調
講

演
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
が
行
わ

れ
た
。
学
校
の
保
健
衛
生
の

先
頭
に
立
つ
養
護
教
諭
の
集

会
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
予
防
の
た
め
、
会
場
の

参
加
者
は
手
洗
い
と
マ
ス
ク

着
用
に
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
【
4
面
に
続
く
】
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
埼
玉
大
学
・
戸

部
秀
之
教
授
。
教
育
の
目
標

は
「
心
身
と
も
に
健
康
な
国

民
の
育
成
」
で
あ
り
、
そ
の

教
育
目
標
実
現
の
活
力
の
源

が
健
康
で
あ
る
と
定
義
。
そ

の
健
康
教
育
を
推
進
す
る
養

護
教
諭
に
は
様
々
な
専
門
性

が
あ
り
、
知
識
・
技
能
・
経

験
等
か
ら
育
ま
れ
た�
力
�が

求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

求
め
ら
れ
る
力
と
は
心
身

の
健
康
状
態
を
適
切
に
判
断

す
る
①
「
観
察
力
」
、
心
の

健
康
問
題
に
対
応
す
る
②

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
力
」
、

連
携
し
て
課
題
に
対
応
す
る

③
「
連
携
力
・
調
整
力
」
、

関
係
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

④
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
、
必
要
な
情
報
を
集
め

て
発
信
す
る
⑤
「
情
報
収
集

・
処
理
能
力
・
情
報
発
信
力
」、

専
門
知
識
を
活
か
す
⑥
「
指

導
力
」
、
組
織
的
な
活
動
を

推
進
す
る
⑦
「
企
画
力
・
実

行
力
」
、
専
門
性
を
深
め
て

い
く
⑧「
研
究
力
」と
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
岐
阜
市
立

茜
部
小
・
津
馬
史
壮
養
護
教

諭
、
群
馬
県
中
之
条
町
立
中

之
条
中
・
関
淑
子
養
護
教

諭
、
香
川
県
立
高
松
西
高
等

学
校
・
柳
谷
貴
子
養
護
教

諭
、
青
森
県
立
七
戸
養
護
学

校
・
阿
部
考
四
養
護
教
諭
が

実
践
発
表
を
行
っ
た
。

養
護
教
諭
へ
の
期
待
を
語
る
埼
玉
大
・
戸
部
教
授

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
を
目
的
と
し

て
、
今
後
の
修
学
旅
行
の
中

止
・
日
程
変
更
す
る
場
合
、

Ｊ
Ｒ
連
合
体
輸
送
で
は
手
数

料
無
料
で
対
応
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
公

財
）
全
国
修
学
旅
行
研
究
協

会
（
全
修
協
）
、
関
東
地
区

公
立
中
学
校
修
学
旅
行
委
員

会
事
務
局
（
関
修
委
）
が
Ｊ

Ｒ
各
社
に
行
っ
て
い
た
要
請

に
つ
い
て
、
3
月
4
日
付
け

で
の
回
答
に
よ
る
。
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（shugaku

ryoko.com
/shui/kan-sh

ui/index.html

）
に
も
詳

細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

対
象
は
2
0
2
0
年
度
に

連
合
体
輸
送
を
使
用
し
て
実

施
す
る
修
学
旅
行
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
が
理
由
の
場
合
。

使
用
取
消
の
場
合
の
取
消
料

は
全
額
免
除
と
な
る
。

日
程
変
更
に
つ
い
て
は
、

出
発
日
を
2
0
2
0
年
度
内

の
別
日
程
に
変
更
す
る
際
は

連
合
体
輸
送
の
連
合
体
割
引

が
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
北

海
道
・
東
北
・
北
陸
新
幹
線

で
は
変
更
希
望
日
を
集
約

し
、
調
整
で
き
な
い
場
合
に

は
個
別
対
応
と
な
る
。
東
海

道
・
山
陽
・
九
州
新
幹
線
で

は
、
同
感
染
症
の
収
束
段
階

で
変
更
内
容
を
集
約
し
、
輸

送
調
整
。
そ
れ
以
外
の
団
体

に
は
連
合
体
割
引
が
適
用
さ

れ
ず
小
口
学
生
団
体
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
。

全
修
協
と
関
修
委
が
各
県

中
学
校
長
等
に
あ
て
た
通
知

で
は
、
Ｊ
Ｒ
回
答
の
骨
子
の

他
に
関
連
す
る
留
意
事
項
を

記
載
。
日
程
変
更
に
よ
る
宿

泊
施
設
の
確
保
に
留
意
す
る

こ
と
に
加
え
、
特
に
「
関
西

方
面
で
は
宿
泊
施
設
の
状
況

が
逼
迫
し
、
2
0
2
0
年
夏

〜
秋
季
に
か
け
て
新
た
な
確

保
が
困
難
な
状
況
が
想
定
さ

れ
ま
す
」
と
呼
び
か
け
。
変

更
後
の
列
車
は
「
概
ね
一
般

客
混
乗
の
列
車
編
成
」
や

「
臨
時
列
車
、
団
体
専
用
列

車
」
な
ど
日
に
よ
っ
て
不
特

定
に
な
る
が
、
「
Ｊ
Ｒ
側
の

調
整
結
果
を
受
け
入
れ
て
頂

く
」
と
注
意
喚
起
し
た
。

若
者
の
3
割
近
く
が
「
食

事
を
残
す
こ
と
が
あ
る
」
と

回
答
。
し
か
し
「
食
事
を
残

す
こ
と
は
良
く
な
い
」
が
8

割
近
か
っ
た
…
日
本
財
団

「
18
歳
意
識
調
査
」
が
「
食

品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
調
査

し
た
結
果
、
56
％
の
若
者
が

政
府
の
食
品
ロ
ス
対
策
が
不

十
分
だ
と
し
た
。

調
査
は
今
年
1
月
、
18
歳

を
中
心
の
若
者
を
対
象
。
食

品
が
無
駄
に
は
遺
棄
さ
れ
る

食
品
ロ
ス
の
問
題
を
「
知
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は

79
・
3
％
で
8
割
近
か
っ
た

が
、
自
身
の
食
べ
残
し
に
つ

い
て
は
27
・
8
％
で
3
割
近

く
が
「
と
き
ど
き
」
「
い
つ

も
」
残
す
と
回
答
。
最
も
多

か
っ
た
理
由
は
「
量
が
多
か

っ
た
」
で
54
・
7
％
、
「
苦

手
な
食
べ
物
が
あ
っ
た
」

（
20
・
9
％
）
、
「
口
に
合

わ
な
か
っ
た
」
（
10
・
8

％
）
、
「
時
間
が
な
か
っ

た
」
（
2
・
9
％
）
、
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
中
だ
っ
た
」（
同
）

等
が
続
い
た
。

食
べ
残
し
は「
良
く
な
い
」

と
考
え
る
者
が
78
・
4
％
に

上
っ
た
一
方
、
「
仕
方
が
な

い
」
も
2
割
近
い
17
・
7
％

で
少
な
く
な
い
。
「
問
題
が

な
い
」も
3
・
9
％
だ
っ
た
。

最
も
多
く
支
持
さ
れ
た
削

減
対
策
は
「
期
限
切
れ
間
近

の
食
品
を
値
引
く
」（
54
・
8

％
）、
次
が
「
事
業
者
・
消
費

者
の
意
識
を
変
え
る
」
で
ほ

ぼ
同
率
。
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

な
ど
に
寄
付
す
る
」
（
40
・

9
％
）、「
納
品
期
限
の
緩
和

な
ど
流
通
網
の
改
善
」
（
22

・
5
％
）
、
「
多
量
に
遺
棄

し
た
事
業
者
を
加
罰
」
（
19

・
5
％
）
な
ど
が
続
い
た
。

賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
を

食
べ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
は
、

「
な
い
」
（
14
・
2
％
）
と

「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
（
51
・

9
％
）
を
合
わ
せ
て
7
割
近

く
が
抵
抗
な
い
と
し
た
。

「
な
い
」
と
し
た
理
由
に
は

「
消
費
期
限
が
切
れ
て
い
な

け
れ
ば
健
康
上
問
題
な
い
」

な
ど
が
上
が
っ
た
。

学
校
図
書
館

推
進
事
業
に

新
規
３
千
万
円

文
科
省
予
算

文
部
科
学
省
が
1
月
公
表

し
た
令
和
2
年
度
予
算

（
案
）
に
よ
る
と
、
子
供
の

体
験
・
読
書
活
動
に
1
億
9

4
0
0
万
円
（
前
年
比
2
0

0
0
万
円
増
）
を
計
上
。
そ

の
う
ち
読
書
活
動
の
推
進
に

2
1
0
0
万
円
、
さ
ら
に
新

規
と
し
て
学
校
図
書
館
総
合

推
進
事
業
に
3
0
0
0
万
円

が
含
ま
れ
て
い
る
。

学
校
図
書
館
総
合
推
進
事

業
の
内
容
は
、
特
色
あ
る
取

組
な
ど
の
調
査
研
究
（
7
0

0
万
円
）、司
書
教
諭
の
養
成

講
座
の
実
施
（
2
3
0
0
万

円
）
等
。
学
校
図
書
館
は
児

童
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応

じ
、
自
主
的
・
主
体
的
な
読

書
等
や
、
創
造
的
な
活
動
を

行
う
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

読
書
活
動
の
推
進
を
支
援
す

る
と
い
う
予
算
主
旨
だ
。

人
口
1
0
0
人

の
村
が
あ
っ
た
と

す
る
。
隣
村
か
ら

帰
っ
た
村
人
1
人

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し

発
病
し
た
。
慌
て
た
村
人
の

1
人
が
50
人
分
の
マ
ス
ク
を

買
い
占
め
た
。
そ
れ
を
見
た

10
人
が
5
人
分
ず
つ
買
い
だ

め
し
た
。
最
初
に
感
染
し
た

1
人
が
他
の
村
人
へ
の
感
染

予
防
の
た
め
マ
ス
ク
を
買
お

う
と
し
た
。
で
も
1
0
0
人

分
の
在
庫
し
か
な
い
た
め
売

り
切
れ
だ
っ
た
▼
や
が
て
感

染
は
村
中
に
広
が
っ
て
、
買

い
占
め
た
人
た
ち
も
感
染
か

ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
…
小

学
生
で
も
分
か
る
寓
話
で
あ

る
。
自
分
達
だ
け
が
助
か
ろ

う
、
さ
ら
に
は
便
乗
し
て
金

儲
け
し
よ
う
と
い
う
発
想
が

世
の
中
に
蔓
延
し
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化

で
す
っ
か
り
狭
く
な
っ
た
世

界
で
、
自
分
だ
け
が
難
を
逃

れ
ら
れ
る
と
い
う
発
想
は
、

か
な
り
非
現
実
的
だ
▼
70
億

人
以
上
で
は
遠
い
世
界
の
他

人
事
と
思
え
る
事
が
、
手
が

届
く
し
呼
べ
ば
聞
こ
え
る
範

囲
の
1
0
0
人
の
村
の
出
来

事
だ
と
思
え
ば
、
ま
わ
り
ま

わ
っ
て
自
分
事
だ
。
求
め
ら

れ
る
の
は
他
者
の
状
況
や
立

場
を
推
測
で
き
る
想
像
力
。

道
徳
的
に
は
「
思
い
や
り
」

で
は
な
か
ろ
う
か
。

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第65回…1面
学校給食は食育の教材 第58回…2面
学校の感染症 第14回…4面

学校給食・食育………………………………2面
小学生が考えた「食品ロス」をなくす知恵を
競うゲームに注目が集まる。小学生から遊びな
がら世界の食料問題を学べるワークシートも用
意され、授業等に取り入れる学校も現れた。

食育特集………………………………………3面
食育の目標とＳＤＧｓは重なるところが大き
い。服部栄養専門学校の服部幸應校長から、食
の世界に旅立つ学生に向けたメッセージと職業
人としての心構えを聞いた。

学校保健・安全特集……………………4・5面
学校保健を担う養護教諭が一堂に会する研究
大会や、学校安全がテーマの研究実践発表会が
続き、その動向を取材。対応が続く新型コロナ
ウイルス感染症への予防策をまとめた。

教育旅行・体験学習…………………………6面
昨年10月末、出火により焼失した世界遺産の
沖縄・首里城の遺構を巡る復興モデルコースが
公開された。最短は30分から、最長で2時間を
超えるルートまで。「今だけ」の体験がある。

環境・消費者教育……………………………7面
東京都小中学校環境教育研究発表会が開催さ
れ、「プラスチックごみ」や「食品ロス」とい
った現在社会の課題に向き合い、小学生が今後
どう生活するかを考えた取組が発信された。

学校図書館……………………………………8面
「図書館を使った調べる学習コンクール」や
「読書感想画中央コンクール」等、子供と図書
館や読書に関連したコンクールの多くが発表・
表彰を迎える時期。新型コロナウイルスの影響
でイベント取りやめが相次いだ。頑張った子供
たちの成果を紙上で紹介する。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

弥生・蚕月・建辰月

月曜日

■KKS Webはこちら→

春分の日（３／２０）
清 明（４／４）
花まつり（４／８）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和2年）

第 ２ １ ６ ６ 号

16

連 載

月

2020年

3

６
割
の
学
校
で
が
ん
教
育

修旅の取消・変更
ＪＲが無料で対応

新型コロナウイルス対応で
全修協が要請

前
年
比
５.１
％
増
文
科
省
調
査

養
護
教
諭
の
力
に
期
待

養
護
教
諭
の�
力
�に
期
待

全
養
連
第
２５
回
大
会
が
開
催

食
べ
残
し「
あ
る
」３
割

日
本
財
団
が「
食
品
ロ
ス
」調
査

第６５回

（１） ２０２０年（令和２年）３月１６日（月曜日）

「
勇
気
づ
け
」の
学
校
経
営
で
実
績
出
す
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